
安全確保は明るいうちに

木材の組み方の例

炎を囲んで楽しい夜に！

事前準備（持ち物）
１．団体 □救急道具 □軍手 □着火道具 □ＣＤ

□音響機材（アンプ・マイク・ラジカセ等）
□木材セット（灯油・おがくず含む、注文必要）
□進行原稿

２．個人 □野外活動に適した服装や靴
□虫よけスプレー

３．施設 □用具一式 □指導用資料【資料 33 ・ 34】

実際の活動（例）
《実施日まで》

１．ネイパル職員と打合せ（活動内容説明）
２．活動場所の下見
３．「活動教材申込書」提出

４．引率者による事前指導（役割決め、進行原稿作成）
５．事前準備、確認

《当日》

１．活動場所の確認
２．実施判断

・天候、体調、活動場所の状況等をもとに

・強風の可能性がある場合は無理に実施しない
３．用具貸出、会場準備（17 時から）
４．活動実施

・活動の流れ、安全、用具の説明
５．完全消火、用具移動・返却（一部を除く）

《事後（翌朝）》

１．消火を再確認後、薪を薪捨て場に捨てる
２．用具を返却する

指導・安全確保
１．引率者が、指導や安全確保を行う

・人数や体調の確認をこまめに行う

・火の取扱いには、特に注意する
※別紙資料を事前に確認し、指導に活用する

留意点
１．「キャンプファイヤー進行例」【資料 29】などを参考

に、進行原稿を事前に準備する

活動をした方の声 「燃えさかる火を見ながら、みんなでダンスをしたことが思い出に残った」

「体験的な活動の充実」

燃えさかる聖なる炎を囲み、ダンスやゲームで楽しいひと時を過ごしましょ

う。感動を心に刻むだけでなく、仲間意識を高める効果が期待できます。

活動紹介


